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IoTの市場規模
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出典︓MM総研 IoT（Internet of Things）の国内市場規模調査

2,930億円

7,159億円

・IoT市場規模は15年度 2,930億円と前年⽐69.1％と急増
・その後も急拡⼤し19年度 7,159億円の予測
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IoTビジネスの変遷
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テレメタリング M2M IoT

駐⾞場監視

⾃動販売機

メーター検針

スマート家電

⾒守り

渋滞緩和/⾃動⾞保険⼯作機械

パワコン

昇降機 遠隔医療

⾃社のコスト削減／効率化推進 -> +新サービス提供

屋外に固定設置 -> +屋内 -> +移動体

専⽤ -> 汎⽤化

⽬的

場所

部品

配送管理



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved.

通信事業者から⾒たプレイヤーの変化
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B
（通信事業者）

B
（企業）

か
つ
て
は

⾃社に閉じた利⽤

B
（通信事業者）

B
（企業）

B
（企業）

C
（個⼈）

B
（企業）

最
近
で
は

⾃社に閉じずサービス化
（ミドルB化）

通信
サービス

通信
サービス

⾃社
サービス

⾃社
サービス
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事例︓ビーサイズ様
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B
（通信事業者）

B/C
（法⼈/個⼈）

B
（企業）

・あなたにかわって「付き添い」をする、みまもりロボットGPS BoT
・⾼精度なトリプル測位エンジンによる正確で確実な位置特定
・AIにより⽣活習慣／⾏動パターンを学習し状況をPush通知

通信
サービス

（Arcstar Universal Oneモバイル）

⾃社
サービス

（Bsize BoT）

モバイル網

定期的にデータ送信解析して
状況に応じ
Push通知

GPS／通信モジュールなどを
搭載した⼩型端末
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IoTビジネスの機会は拡⼤している
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新規導⼊
（効率化）置き換え

（コスト削減）

今は⼈が
⾏っている仕事

今は⼈が
⾏っていない仕事

機械部分処理
（⼈関与）

機械完全処理
（⾃動化/

無⼈化）

今の領域

⼈的作業 ⼈がやると割りに
合わない仕事

1 2
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⾏かなきゃできないんで…仕⽅なく領域

電気やガス、ビル内設備の検針、⾃販機の検量、
農家のご⽼⼈が台⾵の最中に⽥圃を⾒に⾏く⾏為・・・

今は⼈がやってますよね︖

でも、⼈じゃなくていいのでは︖

移動

移動

移動

1
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⼈がやるには費⽤対効果に合わなかった領域

会議室やトイレの空き状況確認、
児童や⾼齢者の⾒守り、警備や監視網の拡⼤

⼀⽇中張り付けません…
私の時間単価いくらだと︖

でも、⼈じゃなくていいのでは︖

監視

監視

監視

2
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IoTに必要なコンポーネント
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1. モノ(Things/Machines)
2. センサー/データロガー/PLC
3. IoTゲートウェイ
4. アクセス回線
5. クラウド/データセンタ
6. アプリケーション/AEP

IoT
ゲートウェイ

アクセス回線（モバイル等） クラウド／
データセンタ

シリアルケーブル(RS232c)
イーサネット
短距離無線通信
[BLE, Zigbee, Wi-SUN]

※アクセス回線としてモバイルではなく、
固定回線を活⽤するケースもあります

センサー／
データロガー／PLC等

モノ
(Things/

Machines)

アプリケーション／
AEP

2 3 41 5 6

IoTシステム／構築には
これら全ての組合せが必要
（ここにパワーが要る︕）
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ハードウェアスタートアップがIoTを牽引
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モノ＋通信機器 アクセス クラウド アプリ
ハードウェアスタートアップ

（モノ作りベンチャー）

IoTサービス

＋

ここを突破できれば
IoTサービス作りは⼤きく前進

ただし、IoT部材の組合せでは
いくつかの課題も有り
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IoTを加速させるキーワード
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1. ビジネスモデルにあった価格（コスト）

2. IoTにこそ求められるセキュリティ
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通信料⾦の低廉化がIoTの裾野を広げる
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通信データ量／
⽉額料⾦

数量（対象台数）

⼯作機械、
⾼速鉄道⾞両

など

⾃販機、⾞両、⾒守り、家電、
ヘルスケア、電灯／信号機、

コンテナ、宅配物品、スマート
農業、ドアセンサーなど

昇降機、シーケンサー、パ
ワコン、プラント設備、ボ

イラー、タービンなど

数⼗〜数百台 数百台〜数千台 数千台〜数万台

台数規模と価格⽔準（1台あたり）
はおよそ反⽐例関係にあります

GB

MB

KB

・ビジネスごとにそれを成⽴するための価格（コスト）がある
・⼀般的に台数規模と求められる価格⽔準（単価）は反⽐例
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ドイツの製鉄所ハッキング事例

IoTゲートウェイ（端末）
暗号化された通信

グローバルIPアドレス

ハッカーはIPアドレスを狙う

-> IoTにこそ⾼いセキュリティが必要

ここを狙う

こっちでは無い

IoTビジネスを停滞させる課題（セキュリティ）
・IoTを狙ったハッキングは今後ますます増加していく
・ハッカーは物理（モノ）の⽀配を狙う
・グローバルIPアドレスは恰好の⼊り⼝（バックドア）
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攻撃⽅法は⽇々進化し、完全な防御は不可能

13
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Arcstar
Universal One

インターネット

NTTドコモ網
（LTE/3G）

センターサーバー
（データセンター/クラウド）

プライベートIP
アドレス（固定）

を割り当て

ピュアな閉域網のため、
デバイスでの暗号化

（Ipsec等）は不要で
⾼いセキュリティ確保

グローバルIPアドレスを割り
当てないため、インターネッ

トからのアクセスは不可

デバイス間の通信制御
（許可/拒否）も可能
※2017年夏提供予定

ネットワーク内の宛先ア
ドレス単位での通信制御

（許可/拒否）も可能
※2017年夏提供予定

デバイス

NTT Comが提供する⾼セキュリティIoTネットワーク
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マルチクラウド（閉域接続）

Microsoft
Azure

Amazon
WebServices

Salesforce
・・・

Arcstar Universal One

NTT Com
Enterprise

Cloud
Box

・・・お客さま
オンプレミス拠点

NTT Com
データセンター

NTTドコモ社 モバイル網
（LTE/3G)

クラウドまで⼀気通貫の閉域環境を実現
・多様なデータの置き場所にも閉域で接続することが可能
・IoTに必要なセキュリティを、デバイスからクラウドまで

トータル区間で提供可能です
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まとめ
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・IoTビジネス環境は変化しており、ビジネス機会がそこに転がる
（ヒトが⾏っている仕事の置き換え、そしてヒトがやるには

割に合わない仕事の機械による実現）

・IoTビジネスをやるには複数のコンポーネントを組合せる必要有り
（そしてそれは常に煩雑で⼤変）

・特に困難を伴うIoTのハードウェア／インプリメントを突破できる
ハードウェアスタートアップ（モノ作りベンチャー）こそが
IoTを牽引

・収益性の確保（価格／コスト）とリスクヘッジ（セキュリティ）
こそがIoTビジネス創出を加速させるためのキーワード
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ご清聴ありがとうございました


